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版
画
家
永
瀬
義
郎
の
従
軍
軌
跡 

│
│
戦
前
絵
葉
書
の
美
術
史
拾
遺
│
│

彭　
　
　

国　

躍

一
．
は
じ
め
に

　

日
中
・
太
平
洋
戦
争
（
一
九
三
七
〜
四
五
年
）
の
時
、
大
量
の
画
家
た
ち
が
中
国
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア
に
従
軍
し
て
い
た
。
従

軍
画
家
た
ち
は
、
そ
の
従
軍
経
緯
や
身
分
の
違
い
に
よ
っ
て
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
藤
夜
舟
、
太

田
天
橋
、
岡
本
太
郎
な
ど
の
よ
う
に
出
征
将
兵
と
し
て
戦
場
に
赴
い
た
人
た
ち
、
小
早
川
篤
四
郎
、
栗
原
信
、
鳥
海
青
児
な
ど
の

よ
う
に
派
遣
報
道
班
員
、
新
聞
社
特
派
員
と
し
て
戦
地
を
か
け
め
ぐ
っ
た
人
た
ち
、
そ
し
て
藤
島
武
二
、
小
林
万
吾
、
南
薫
造
な

ど
の
よ
う
に
将
官
待
遇
を
受
け
比
較
的
自
由
に
行
動
で
き
る
委
嘱
従
軍
画
家
た
ち
で
あ
る
。
委
嘱
従
軍
画
家
の
中
に
は
、
さ
ら
に

藤
田
嗣
治
、
小
磯
良
平
や
宮
本
三
郎
な
ど
の
よ
う
に
戦
争
記
録
画
制
作
の
た
め
に
戦
場
で
取
材
活
動
を
行
っ
た
画
家
た
ち
も
い
れ

ば
、
永
瀬
義
郎
、
恩
地
孝
四
郎
、
荻
須
高
徳
な
ど
の
よ
う
に
従
軍
は
し
た
も
の
の
、
風
景
画
し
か
描
か
な
か
っ
た
画
家
た
ち
も
い

た
。

　

本
稿
は
、
日
本
版
画
協
会
派
遣
の
従
軍
画
家
と
し
て
永
瀬
義
郎
を
取
り
上
げ
、
現
存
の
関
連
資
料
と
筆
者
が
発
見
・
収
集
し
た
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絵
葉
書
の
図
版
に
基
づ
い
て
そ
の
従
軍
軌
跡
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
．
永
瀬
義
郎
の
従
軍
軌
跡
に
関
す
る
文
献
記
述

　

永
瀬
義
郎
（
一
八
九
一
〜
一
九
七
八
）
は
、
昭
和
時
代
に
活
躍
し
た
日
本
を
代
表
す
る
版
画
家
で
、
日
本
版
画
協
会
（
一
九
三

一
年
発
足
）
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
永
瀬
は
多
く
の
従
軍
画
家
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
後
そ
の
従
軍
体
験
に
つ
い
て
多

く
語
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
近
代
版
画
六
〇
年
の
歩
み

永
瀬
義
郎
自
選
版

画
集
』
と
一
九
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
画
集
『
日
本
版
画
史
を
生
き
る
永
瀬
義
郎
の
す
べ
て
展
』
は
彼
の
版
画
作
品
の
集
大
成
と

も
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
冊
の
画
集
に
は
従
軍
関
連
の
作
品
も
見
ら
れ
ず
、
そ
の
年
譜
に
従
軍
事
実
に
関
す
る
記
載
も
一
切

な
か
っ
た
。
永
瀬
は
一
九
七
三
年
（
八
三
歳
）
頃
に
人
生
回
顧
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
口
述
内
容
が
矢
口
圭

振
の
筆
記
に
よ
り
同
年
か
ら
中
道
学
会
機
関
誌
『
メ
ソ
ド
ス
』
に
連
載
さ
れ
た
。
永
瀬
が
亡
く
な
る
前
年
の
一
九
七
七
年
に
そ
れ

ら
が
ま
と
め
ら
れ
『
放
浪
貴
族
』
と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
本
の
「
第
四
部

シ
ャ
ト
ー
・
ダ
ム
ー
ル
」
に
は
「
中
国

大
陸
を
行
く
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
そ
の
中
で
永
瀬
は
従
軍
体
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

　

「
た
し
か
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
夏
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
ん
だ
が
、
僕
は
中
国
へ
行
っ
た
。
ま
だ
ノ
モ
ン
ハ
ン
事

件
は
起
き
て
い
な
い
頃
だ
っ
た
。
北
京
か
ら
北
支
蒙
彊
の
一
帯
を
回
っ
て
き
た
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
兵
隊
と
し
て
行
っ
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
。
一
種
の
宣
撫
活
動
を
兼
ね
て
の
前
線
慰
問
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、
版
画
協
会
か
ら
の
派
遣
と
い
う
形
な
ん
だ
。
僕
も
、

一
度
く
ら
い
中
国
の
雄
大
な
大
陸
を
見
た
か
っ
た
し
、
旅
を
す
る
機
会
は
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
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・
・
・
・
・
・

　

そ
も
そ
も
慰
問
の
話
は
僕
の
発
案
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
ご
時
世
だ
か
ら
、
こ
こ
は
ひ
と
つ
版
画
協
会
と
し
て
も
独
自
の
画
家
を

派
遣
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
発
起
人
が
実
行
委
員
も
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
派
遣
す
る
画
家
に
つ
い
て
も
、
つ
い

に
言
い
出
し
っ
ぺ
が
是
非
行
く
べ
き
だ
と
い
う
の
で
、
そ
れ
も
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で
引
き
受
け
た
ん
だ
。
全
部
で
三
人
が
決
ま

っ
た
。
あ
と
の
二
人
は
恩
地
孝
四
郎
と
前
川
千
帆
だ
が
、
前
川
は
断
っ
た
ら
し
い
。
ど
う
い
う
理
由
か
は
わ
か
ら
ん
け
れ
ど
、
す

ぐ
あ
と
で
ハ
ル
ピ
ン
に
行
っ
た
が
ね
。
恩
地
は
僕
よ
り
も
近
い
上
海
か
中
国
東
部
の
あ
た
り
に
行
っ
た
と
思
う
。

　

・
・
・
・
・
・

　

そ
れ
か
ら
陸
軍
に
素
描
や
淡
彩
画
を
描
く
よ
う
に
と
頼
ま
れ
た
。
僕
は
戦
争
の
絵
は
描
か
な
い
、
描
き
た
く
な
い
と
言
う
と
、

い
や
描
か
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
、
先
生
に
は
中
国
の
美
し
い
風
景
を
描
い
て
ほ
し
い
と
言
う
の
で
、
田
園
風
景
な
ら
描
き
ま
し
ょ

う
と
返
事
を
し
た
。
こ
れ
は
絵
葉
書
を
作
っ
て
日
本
の
兵
隊
に
慰
問
品
と
し
て
配
る
ら
し
い
ん
だ
。
兵
隊
は
戦
争
の
絵
な
ど
見
た

く
も
な
い
だ
ろ
う
し
ね
。
そ
し
て
そ
れ
を
日
本
に
い
る
両
親
に
、
自
分
の
安
否
を
知
ら
せ
る
の
に
使
っ
た
よ
う
だ
。
全
部
で
十
数

枚
描
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

戦
後
、
皇
居
の
堀
端
に
並
ん
だ
露
店
の
ひ
と
つ
で
、
僕
の
描
い
た
絵
葉
書
を
見
つ
け
て
買
っ
た
よ
う
に
思
う
ん
だ
が
、
あ
れ
は

ど
こ
へ
行
っ
ち
ま
っ
た
の
か
な
あ
。

　

そ
れ
か
ら
青
島
に
も
行
っ
た
が
、
本
当
に
水
の
美
し
い
町
だ
っ
た
ね
。
東
洋
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
い
わ
れ
る
理
由
が
よ
く
わ
か
っ

た
。」
（
永
瀬
一
九
七
七
：
二
〇
九
〜
二
一
五
頁
）

　

永
瀬
の
回
顧
内
容
に
基
づ
き
、
彼
の
従
軍
に
関
す
る
情
報
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
列
挙
で
き
る
。



26

　

（
1
）
従
軍
の
時
期
（
一
九
三
八
﹇
昭
和
一
三
﹈
年
の
夏
）

　

（
2
）
版
画
協
会
の
従
軍
画
家
派
遣
（
永
瀬
本
人
の
発
案
）

　

（
3
）
派
遣
予
定
と
実
施
状
況
（
三
名
予
定
、
永
瀬
義
郎
、
恩
地
孝
四
郎
が
実
行
、
前
川
千
帆
が
拒
否
）

　

（
4
）
従
軍
の
公
的
主
旨
（
宣
撫
活
動
、
前
線
慰
問
）

　

（
5
）
従
軍
の
私
的
主
旨
（
中
国
旅
行
）

　

（
6
）
経
路
（
北
京
出
発
、
北
支
蒙
彊
巡
り
、
青
島
）

　

（
7
）
陸
軍
か
ら
の
創
作
依
頼
（
素
描
や
淡
彩
画
）

　

（
8
）
戦
争
画
拒
否
と
風
景
画
提
供
（
一
〇
数
枚
）

　

（
9
）
絵
の
用
途
（
兵
隊
慰
問
用
絵
葉
書
の
制
作
）

　

（
10
）
絵
葉
書
の
図
版
（
戦
後
露
店
で
購
入
、
の
ち
に
所
在
不
明
）

　

ま
ず
従
軍
の
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。『
放
浪
貴
族
』
の
中
で
永
瀬
本
人
は
一
九
三
八
年
の
夏
と
述
べ
て
い
る
。
同
書
の

付
表
「
永
瀬
義
郎
年
譜
」
で
も
永
瀬
の
回
顧
内
容
に
基
づ
き
「
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）
四
七
歳
：
前
線
慰
問
の
た
め
、
中

国
を
訪
問
。
天
津
、
北
京
、
蒙
彊
な
ど
で
、
デ
ッ
サ
ン
や
人
形
の
作
り
方
を
指
導
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
版

画
協
会
派
遣
の
従
軍
画
家
恩
地
孝
四
郎
の
「
年
譜
」
（
三
木
一
九
九
四
）
に
よ
れ
ば
「
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年

四
八
歳
四

月
：
日
本
版
画
協
会
か
ら
選
ば
れ
陸
軍
省
嘱
託
と
し
て
中
国
大
陸
（
中
支
）
へ
行
く
。
一
二
日
宇
品
出
発
、
上
海
、
南
京
、
九
江
、

廬
山
、
星
子
、
漢
口
、
武
昌
、
漢
陽
、
蘇
州
、
杭
州
を
巡
り
、
五
月
二
二
日
門
司
着
」
と
な
っ
て
い
る
。
恩
地
は
帰
国
後
も
従
軍

に
か
か
わ
る
写
真
、
版
画
、
随
筆
を
残
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
疑
う
余
地
は
な
い
。
そ
し
て
、
飯
野
（
二
〇
〇
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五
）
で
、
戦
時
中
画
家
の
従
軍
情
報
と
し
て
「
一
九
三
九
年
四
月
：
恩
地
孝
四
郎
・
前
川
千
帆
・
永
瀬
義
郎
、
前
線
慰
問
の
た
め

陸
軍
嘱
託
と
し
て
約
二
か
月
間
、
中
支
に
赴
く
。
永
瀬
は
、
六
月
帰
国
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
飯
野
の
情
報
源
は
不
明
だ
が
、
永

瀬
自
身
の
回
顧
で
言
う
一
九
三
八
年
の
従
軍
と
は
一
年
間
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
節
で
発
見
さ
れ
た
絵

葉
書
を
使
っ
て
さ
ら
に
検
証
す
る
。

　

回
顧
で
は
従
軍
の
私
的
主
旨
と
し
て
「
一
度
く
ら
い
中
国
の
雄
大
な
大
陸
を
見
た
か
っ
た
し
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
『
日
本
版

画
史
を
生
き
る
永
瀬
義
郎
の
す
べ
て
展
』
に
は
「
上
海
所
見
（
一
九
二
九
）
」
と
い
う
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
従
軍
の

時
よ
り
一
〇
年
ほ
ど
前
に
上
海
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
一
九
七
三
年
（
八
三
歳
）

の
回
顧
時
に
彼
は
そ
の
事
実
を
忘
却
し
た
の
か
、
ま
た
は
実
際
「
北
方
中
国
の
雄
大
な
大
陸
を
見
た
か
っ
た
」
と
い
う
つ
も
り
で

言
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
ろ
う
。

　

『
放
浪
貴
族
』
の
中
で
慰
問
用
絵
葉
書
を
制
作
す
る
た
め
に
中
国
風
景
画
を
一
〇
数
枚
提
供
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
具

体
的
な
画
題
や
風
景
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

三
．
軍
事
郵
便
絵
葉
書
に
よ
る
図
版
検
証

　

筆
者
所
収
の
戦
前
軍
事
郵
便
絵
葉
書
の
中
で
永
瀬
の
従
軍
に
関
連
す
る
図
版
は
五
枚
（
水
彩
画
一
枚
と
淡
彩
画
四
枚
）
確
認
さ

れ
て
い
る
。
図
版
は
①
〜
⑤
の
通
り
で
あ
る
が
、
絵
葉
書
の
裏
面
は
五
枚
と
も
同
じ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
、
図
⑥
の
よ
う
に
上
段
に

は
「
郵
便
は
が
き　

軍
事
郵
便
」、
中
段
に
は
「
陸
軍
恤
兵
部
発
行
」
、
下
段
に
は
「
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
印
刷
」
と
朱
文
字
で
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印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
絵
葉
書
の
図
版

発
見
に
よ
り
、
一
部
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
不
明

だ
っ
た
永
瀬
の
具
体
的
な

従
軍
地
域
の
名
前
が
浮
上

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
河
北
省

北
部
の
都
市
張
家
口
近
く

の
寺
院
水
母
宮
、
山
西
省

北
部
の
都
市
大
同
、
山
東

省
中
西
部
の
都
市
済
南
の

水
郷
一
角
、
江
蘇
省
北
部

の
徐
州
市
に
あ
る
迎
春
橋
、

山
東
省
東
部
海
岸
の
都
市

青
島
の
港
風
景
と
な
っ
て

い
る
。

　

次
に
、
従
軍
の
時
期
と

① 張家口より水母宮 ② 大同

③ 水郷済南 ④ 徐州迎春橋

⑤ 青島小港 ⑥ 絵葉書の裏面
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経
路
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。
落
款
に
年
月
が
明
記
さ
れ
た
四
枚
の
図
版
（
②
〜
⑤
）
は
い
ず
れ
も
「
昭
和
十
四
年
六
月
」
と

記
し
、
『
放
浪
貴
族
』
に
お
け
る
従
軍
回
顧
の
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
よ
り
一
年
遅
れ
、
恩
地
孝
四
郎
の
年
譜
や
飯
野
（
二

〇
〇
五
）
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
永
瀬
は
「
ま
だ
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
起
き
て
い
な
い
頃
」
と
具
体
的
に
回
顧

し
て
い
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
一
九
三
九
年
に
起
こ
っ
た
の
で
、
永
瀬
は
そ
れ
を
根
拠
に
一
九
三
八
年
と
思
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
合
理
的
に
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
と
は
一
九
三
九
年
五
〜
九
月
に
中
国
東
北
部
（
当

時
満
州
国
）
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
国
境
地
帯
で
日
本
軍
と
ソ
ビ
エ
ト
軍
と
の
間
で
起
こ
っ
た
軍
事
衝
突
の
こ
と
で
あ
る
。

仮
に
永
瀬
が
北
京
↓
蒙
彊
↓
山
西
↓
山
東
の
順
で
移
動
し
た
と
し
た
ら
、
蒙
彊
近
く
に
入
っ
た
の
は
四
月
頃
、
つ
ま
り
事
件
の
直

前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
起
き
て
い
な
い
こ
ろ
」
と
い
う
永
瀬
の
記
憶
と
も
矛
盾
は
し
な

い
。
た
だ
し
、
戦
闘
が
始
ま
る
一
か
月
前
に
蒙
彊
地
域
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
、
永
瀬
が
ど
こ
ま
で
行
き
、
そ
こ
に
画
家
が
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
は
は
た
し
て
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
永
瀬
の
回
顧
の
末
尾
に
「
青
島
に
も
行
っ
た
」
と
言
っ
た
こ

と
か
ら
青
島
は
最
初
の
訪
問
目
的
地
と
い
う
よ
り
北
京
や
蒙
彊
の
近
く
を
め
ぐ
っ
た
の
ち
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

読
み
取
れ
る
。
具
体
的
な
記
録
が
な
け
れ
ば
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
永
瀬
は
、
一
九
三
九
年
四
月
頃
天
津
、
北
京
か
ら
張
家
口
、

蒙
彊
地
域
に
入
り
、
の
ち
に
山
西
省
の
大
同
に
ま
わ
り
、
五
月
つ
ま
り
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
起
こ
っ
た
頃
に
は
山
東
省
の
済
南
、

江
蘇
省
の
徐
州
へ
と
南
下
し
、
そ
し
て
山
東
省
東
部
海
岸
の
青
島
に
立
ち
寄
っ
た
の
ち
帰
途
に
つ
き
、
六
月
に
は
日
本
に
も
ど
り
、

一
か
月
以
内
に
旅
行
中
の
ス
ケ
ッ
チ
に
基
づ
い
て
水
彩
や
淡
彩
画
を
描
い
て
提
出
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
い
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
五
枚
の
図
版
の
地
理
的
位
置
は
図
⑦
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

発
見
さ
れ
た
図
版
の
内
容
は
永
瀬
の
回
顧
通
り
中
国
各
地
方
の
田
園
風
景
で
あ
る
。
多
く
の
従
軍
画
家
が
描
い
た
風
景
に
は
兵
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士
の
姿
や
日
章
旗
な
ど
が
点
景
と
し
て
描
か
れ
、
時
代

背
景
と
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
も
解
釈
さ
れ
る
要
素
が
含

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
発
見
さ
れ
た
図
版
を
見
る
限

り
、
永
瀬
の
従
軍
風
景
画
に
は
こ
の
よ
う
な
点
景
が
見

ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
「
戦
争
の
絵
は
描
か
な
い
、
描
き

た
く
な
い
」
と
い
う
彼
な
り
の
意
志
表
示
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

四
．
結
び

　

従
軍
中
の
永
瀬
は
、
風
景
画
し
か
描
い
て
い
な
い
と

は
言
っ
て
も
、
決
し
て
美
し
い
風
景
ば
か
り
見
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
従
軍
画
家
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
従
軍

慰
問
の
性
格
に
つ
い
て
、
各
地
で
目
に
し
た
従
軍
慰
安

婦
の
境
遇
に
触
れ
な
が
ら
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し

た
。

　

「
大
陸
に
送
り
込
ま
れ
た
慰
問
団
は
、
い
わ
ゆ
る
占

⑦ 永瀬の従軍地点
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領
・
宣
撫
の
文
化
工
作
部
隊
だ
。
揚
句
は
戦
地
の
兵
隊
を
慰
め
る
特
別
な
女
性
を
や
っ
た
り
し
て
ね
。
慰
安
婦
な
ど
と
い
う
呼
び

方
を
し
て
い
た
。
お
国
の
た
め
と
は
言
い
な
が
ら
、
彼
女
た
ち
が
一
番
惨
め
な
運
命
を
た
ど
っ
た
に
違
い
な
い
ん
だ
。
戦
争
が
終

わ
っ
て
か
ら
も
、
無
事
日
本
に
帰
っ
て
こ
れ
た
か
ど
う
か
。
可
哀
相
な
も
ん
さ
。
戦
争
と
い
う
や
つ
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
ろ
く

な
こ
と
は
な
い
」
（
永
瀬
一
九
七
七
：
二
一
〇
頁
）

　

そ
の
こ
と
ば
に
は
不
幸
な
戦
争
時
代
を
生
き
た
従
軍
画
家
永
瀬
義
郎
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
日
中
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
従
軍
画
家
の
歴
史
に
は
、
そ
の
人
数
、
経
路
、
地
域
と
絵
画
図
版
を
含
む
実
態
の
解

明
が
重
要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
一
人
ひ
と
り
の
従
軍
画
家
の
足
跡
を
辿
り
、
そ
の
作
品
図
版
を
発
見
し
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
軍
画
家
の
歴
史
に
包
ま
れ
る
謎
が
少
し
ず
つ
解
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
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